
【令和６年度 適性検査Ⅱ 解答例】 

 

研究１ 課題１ （例） 

 小型コインロッカー１個分の高さは，165÷５＝33 33cm 

 中型コインロッカー１個分の高さは，165÷３＝55 55cmだから， 

 大型コインロッカー１個分の高さは，165－33－55＝77 77cmである。 

 

 大型コインロッカー１個分の高さは，小型コインロッカー１個分の高さの何倍かを 

考える。 
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 小型コインロッカーと大型コインロッカーの底面積は等しいので，コインロッカー 

の体積は，コインロッカーの高さに比例する。 

だから，大型コインロッカー１個分の体積は，小型コインロッカー１個分の体積の 
７

３
倍になる。 
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課題２ 
 

（例） 

 大型コインロッカーの７日間の利用料金の合計は，600×27＝16200 16200円 

 

 小型コインロッカーの７日間の利用回数は，（資料）から， 

 １×３＋２×３＋３×３＋５×４＋６×２＝50 50回である。 

 小型コインロッカーの７日間の利用料金の合計は，300×50＝15000 15000円 

 

 小型，中型，大型を合わせたコインロッカーの７日間の利用料金の合計が， 

50000円だから，中型コインロッカーの７日間の利用料金の合計は， 

 50000－16200－15000＝18800 18800円である。 

 

 中型コインロッカーの１回の利用料金は，400円だから，利用回数は， 

 18800÷400＝47 47回 

 

（  47  ）回 

 

研究２ 課題１ 
 

（例） 

画用紙でつくったつつに口をつけて声を出すと，画用紙のつつがふるえる。そのふ 

るえが紙コップに伝わり，紙コップがふるえることで，紙コップの上にのせた人形が 

とびはねる。 

 

課題２ 
 

Ａ地点の正午の天気 

 
 

日付 ５月７日 ５月８日 ５月９日 

天気 雨 くもり 晴れ 

 

理 由 

（例） 

５月７日は，アメダスの降水量情報から，雨だとわかる。８日と９日は，アメダス 

の降水量情報から，晴れかくもりだと考えられる。８日と９日の気温の変化を比べる 

と，変化が小さい８日がくもり，変化が大きい９日は晴れだと考えられるから。 

 



課題３ 
 

記 号 

         高い                  低い 

 ㋑  ➡  ㋐  ➡  ㋓  ➡  ㋒ . 
 
 

理 由 

（例） 

 地層は，横にも，おくにも広がっていて，同じ模様の層は，つながっている層であ 

るため，㋐から㋓の同じ模様の層は，海面からの土地の高さが同じであると考えられ 

る。よって，同じ模様の層を横にそろえて考えると，地表の，海面からの土地の高さ 

が高い順に，㋑㋐㋓㋒となるから。 

 

研究３ 課題１ （例） 

 ロープウェイのおよその速さは，1440÷８＝180 分速 180ｍ 

  ケーブルカーのおよその速さは，900÷５＝180  分速 180ｍ 

 

 どちらもおよそ分速 180ｍの速さだが，ロープウェイは，時間を多く見積もってい 

るので，およその速さより実際の速さのほうが速い。 

 ケーブルカーは，片道の移動きょりを多く見積もっているので，およその速さより 

実際の速さのほうがおそい。 

 だから，ロープウェイとケーブルカーの実際の速さは，ロープウェイのほうが速い。 

 

課題２ 
 

（例） 

 四角形ＩＪＫＬは，頂点Ｊと頂点Ｌを結んでできる直線で，三角形ＩＪＬと三角形 

ＫＪＬに分けられる。 

   

 まず，三角形ＩＪＬの面積を考える。  

 四角形ＡＪＬＥは平行四辺形だから，ＡＥとＪＬの長さは同じで
１
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 頂点Ｉは，平行四辺形ＡＪＬＥの対角線の交点で対称の中心だから， 

三角形ＩＪＬの底辺をＪＬとしたときの高さは
１

４
ｍとわかる。 

 

三角形ＩＪＬの面積は，底辺
１
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ｍ，高さ
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ｍの三角形なので， 
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同じように，三角形ＫＪＬの面積も  ㎡と求められる。 

 

 だから，四角形ＩＪＫＬの面積は，  ×２＝
１

８
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四角形ＩＪＫＬの面積は（  
１
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  ）㎡ 
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